
こんにちは！市役所です………………………………………………………………
まちの話題………………………………………………………………………………
健康コーナー…………………………………………………………………………………
暮らしの生活情報……………………………………………………………………………
情報いろいろ……………………………………………………………………………

4～19
20、21

22
23

24、25

２～３

Photo 「第１回海と山の自然を守り隊in天山」

薫 風 新 都 「 和 」で 織 り な す 　 美 し い 小 城 市

Vol.27

2007

5
May

小城市総合計画（政策と施策編）…………………………



2

 １．政策及び施策の関係
　小城市総合計画（基本構想、基本計画）は基本理念、将来像、基本目標、政策、施策、基本事業で構成し
ています。４月号で基本理念、将来像、基本目標と６つの政策を紹介しましたが、各政策には、政策を実現
するための施策があり、各施策には、施策を実現するための基本事業があります。政策、施策、基本事業は
それぞれが目的と手段の関係になっています。事務事業は、総合計画を実施するために予算や人を投入して
行う活動になりますので毎年の予算編成や業務の中で実施していくことになります。

 ２．計画の推進
　小城市総合計画を推進するためにその事業が目的達成のための適切な手段となっているか、何をどうした
のか、成果はあったのかということを検証する行政評価制度を導入します。そのため、各施策ごとに「主な
成果の目標」を設定しています。
　同時に、限られた経営資源（人材、財源、時間等）を必要な時期に必要な事業へ効率的かつ効果的に投入
し、計画が遂行しやすい環境を整えるための組織・機構の見直しなど、行財政改革を強力に進めるとともに
財政の健全化に努め、計画の確実な推進を図ります。
　さらに、もう一つの重要なこととして、市民と行政との「協働」ということが大きなキーポイントとなり
ます。
　このため、各施策の最後に「期待される協働のイメージ」を明記しています。まちづくりの基本理念であ
る“参画と協働”に基づき、市民の皆さま、地域・団体・事業者、行政が計画に示す将来像、基本目標の実
現という共通の目標に向かって、協働により取り組んでいくことが必要です。

小城市総合計画（政策と施策編）小城市総合計画（政策と施策編）
No.2

　４月号では、小城市総合計画の全体の概要について紹介しました。今回は、目指す将来像及び基本目標
を実現するための政策及び施策の概要と総合計画の体系図についてお知らせします。
　次回からは、政策ごとに詳細を紹介します。

【問合せ】企画課　企画振興係（牛津庁舎）　担当　田中
　　　　　緯６３－８８０３

総合計画構成イメージ図
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○期待される協働のイ
　メージの例

施策「市民と行政と
の協働体制の確立」
の「期待される協働
のイメージ」

・市報やホームページに掲載される行政
情報に関心を持ちます。
・行政課題や地域の課題に関心を持ち、
協働への意識を高め、実践します。
・公募される審議会や委員会に積極的に
参加します。

・行政課題や地域の課題に関心を持ち、協働
への意識を高め、実践します。
・公共的サービスの担い手として各種の地域
づくり活動を行います。

・情報公開、広報・広聴機能を充実します。
・協働のまちづくりに関する講座や教室を開催します。
・計画策定等への市民参画の仕組みづくりを行います。

市民

行政

地域・団体・事業者
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1. 計画的な土地利用の推進

「
和
」
で
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り
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美
し
い
ま
ち

2. 市街地の整備

3. 住宅環境の充実

4. 道路・交通網の整備

5. 情報化の推進

6. 自然環境・景観の保全と創造

7. 公園・緑地の整備

8. 水道水の安全・安定供給

9. 下水道の整備

10. 循環型社会の形成

11. 消防・防災体制の充実

12. 交通安全・防犯体制の充実

13. 安全な消費生活の充実

14. 保健・医療の充実と健康づくり

15. 生涯スポーツの充実

16. 地域福祉の充実

17. 高齢者福祉・介護の充実

18. 障害者福祉の充実

19. 社会保障の充実

20. 子育て支援の充実

21. 幼児教育・学校教育の充実

22. 生涯学習の充実

23. 青少年の健全育成

24. 芸術・文化の振興と文化財の保存・活用

25. 国際化、交流活動の推進

26. 農林業の振興

27. 水産業の振興

28. 商工業の振興と新産業の育成

29. 観光の振興

30. 雇用促進と勤労者福祉の充実

31. 人権尊重社会の確立

32. 男女共同参画社会の形成

33. コミュニティ活動の促進

34. 市民と行政との協働体制の確立

35. 自立した行政経営の確立

2. 自然と共生する
快適で安全・安
心なまち

1. 県央に光る
交流拠点のまち

3. 健康・福祉日本
一を目指すまち

4. 子どもの笑顔が
輝き歴史と文化
を誇れるまち

5. 交流と連携によ
る質の高い元気
産業のまち

6. 共につくる
新しいまち

〜
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 ３．総合計画の体系図
　　小城市総合計画の体系図は、下記のとおり６つの政策と３５の施策から構成されています。
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平成19年度国民健康保険税を改定します平成19年度国民健康保険税を改定します
　国民健康保険は、各市町村が独自に運営していま
す。その財源は、主に国や県からの補助金と、皆さん
からの国民健康保険税で賄っています。
　小城市は、県内でも１人当たりの医療費が高く、し
かも国民健康保険の基金（預金）残高もわずかにな
り、財政運営は非常に厳しい状況です。
　このようなことから、やむなく平成１９年度から国民
健康保険税を、次のように改定することになりました
ので、ご理解をお願いします。
　なお、今後とも一人ひとりが自己の健康管理に努
め、医療費の軽減にご協力ください。

①①①①①①①①①①①①①①所所所所所所所所所所所所所所得得得得得得得得得得得得得得①所得割割割割割割割割割割割割割割割
－　所得に次の割合を掛けて算出　－

平成１９年度平成１８年度

１０．５％ ９．５％小城町

１１．０％
１１．０％三日月町
１１．０％牛津町
１０．５％芦刈町

※小城町は平成２０年度から１１．０％です。

③③③③③③③③③③③③③③平平平平平平平平平平平平平平等等等等等等等等等等等等等等割割割割割割割割割割割割割割（（（（（（（（（（（（（（１１１１１１１１１１１１１１世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯ああああああああああああああたたたたたたたたたたたたたたりりりりりりりりりりりりりり③平等割（１世帯あたり）））））））））））））））
平成１９年度平成１８年度（年額）

４町全て
年額　３７，０００円

３０，６００円小城町
３７，０００円三日月町
３７，０００円牛津町
３７，０００円芦刈町

②②②②②②②②②②②②②②均均均均均均均均均均均均均均等等等等等等等等等等等等等等②均等割割割割割割割割割割割割割割割（（（（（（（（（（（（（（１１１１１１１１１１１１１１人人人人人人人人人人人人人人ああああああああああああああたたたたたたたたたたたたたた（１人あたりりりりりりりりりりりりりりり）））））））））））））））
平成１９年度平成１８年度（年額）

４町全て
年額　３０，０００円

２６，０００円小城町
３０，０００円三日月町
３０，０００円牛津町
３０，０００円芦刈町

閣

閣 閣
④④④④④④④④④④④④④④介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保④介護保険険険険険険険険険険険険険険険

＜１９年度＞＜１８年度＞
平等割
一世帯
当たり（年）

均等割
１人

当たり（年）
所得割

平等割
一世帯
当たり（年）

均等割
１人

当たり（年）
所得割

５，０００円６，０００円１．１％

４，０００円６，６００円１．０％小城町
４，０００円６，０００円１．１％三日月町
４，０００円６，０００円１．１％牛津町
５，０００円７，０００円１．０％芦刈町
閣

※国民健康保険税と介護保険料は、１年分を１０期に分けて６月から納付していただきます。

国民健康保険の課税限度額の引き上げ国民健康保険の課税限度額の引き上げ
　地方税法施行令の一部が改正されたため、平成１９年６月課税分から、国民健康保険税の“上限”を次のよう
に改正します。

※介護保険料の限度額９万円を合わせると、最高限度額は６５万円になります。
【問合せ】税務課　課税係（小城庁舎）担当　手島・中村　緯７３－８８０１
　　　　　国保年金課　国保年金係（小城庁舎）担当　堤　緯７３－８８０２

５３万円 閣５６万円
平成１８年度　　　　　　　平成１９年度　



各課からのお知らせ

5

高齢者の医療費等に関する意識調査高齢者の医療費等に関する意識調査
～アンケート調査集計結果～

　昨年１２月に実施したアンケート結果をお知らせします。
　このアンケートは無作為に抽出した老人医療受給者１０００人にお送りし、６４５人（回答率
６４．５％）の方に回答をいただきました。
　今回は、みなさんがご自分の健康管理をする中で参考となるような項目を抜粋して掲載
しました。病院にかかることの少ない方は、友人や家族との会話が多く、日ごろから食事
や軽い運動で体力をつけていらっしゃるようです。かかりつけ医を持つ方も多く、体調が
優れない時は我慢せずにお医者さんに相談されている様子がうかがえます。
　健康管理は医療費削減の第一歩です！毎日元気に明るく楽しく過ごしましょう！

【問合せ】　国保年金課　老人医療係（小城庁舎）　担当　志波　緯７３－８８０２

■その他のご意見（医療費適正化について）
・自身の安心感のための通院が多いように思われる。
・本当に必要な治療なのか、必要な薬なのか、疑問に思う。
・予防医療を徹底すれば医療費は下がる。
　・医療費通知をもっと活用し、個人負担がいかに少なくす
んでいるかを周知すべき。

など、たくさんのご意見をいただきました。

ご協力ありがとうございました。みなさんのご意見は老人保健制度の充実に活用させていただきます。

   ■医療費通知を見てどう思いますか？   
 ○実際にかかっている医療費が　　 ４３３人
 　よく分かった　　　　　　　　　　　　 
 ○受診状況がよくわかった 　　　　１７２人 
 ○見てもよく分からない　　　　　  ３９人 
 ○あまり必要と思わない　　　　　  ３３人 
　＜その他の意見＞
　・もっと医療費を少なくしろと言われてい
　　るようで不愉快

 ■あなたが楽しみにしていることは何ですか？　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　複数回答　
 ○テレビ・ラジオ　　　　　　　　　　　　　 ３３８人 
 ○友人との付き合い・おしゃべり　　　　　　 ２５７人 
 ○家族とのだんらん　　　　　　　　　　　　 ２１１人 
 ○趣味や娯楽　　 　　　　　　　　　　　　　１７２人 
 ○老人クラブ等の活動に参加すること　　　　 １５１人 
 ○仕事　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ７４人 
　＜その他＞
　・ボランティア活動　・愛犬との散歩

　■「かかりつけ医」を持っていますか？　
　 　○もっている  　　　　　 ５７９人　 　
　 　○もっていない  　　　　  ４８人　 　

 ■日ごろ健康のために心がけていることは何ですか？ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　複数回答　
 ○休養や睡眠など規則正しい生活　　　　　　 ３６７人 
 ○健康診断を定期的に受け、健康管理する　　 ３３７人 
 ○栄養の偏りやカロリー・塩分の取り過ぎなど　３０９人
 　食事に気をつける　　　　　　　　　　　　　　　 
 ○少しでも具合が悪いとすぐ病院にいく　　 　２７７人 
 ○散歩・軽い運動などを定期的に行う　　　　 ２１５人 
 ○友人と話をするなどして気分転換をする　　 ２０４人 
 ○元気に働く　　　　　　　　　　　　　　　 １２８人 
 ○市の健康教室などに通う　　　　　　　　　  １８人 

　■医療費通知を見ていますか？　
 ○見ている　　　　　　　５８５人 
 ○見ていない　　　　 　  ４８人 

革

 ■風邪をひいて発熱（３７．５度）した時どう  
　しますか？　　　　　　　　　　　　　 

 ○すぐにかかりつけ医を受診する　 ３８６人 
 ○とりあえず休養して様子を見る   １５８人 
 ○薬局で薬を買って飲む  　　　　  ４５人 
 ○その他  　　　　　　　　　　　  ２５人 
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税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららら税務課よりお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
＜市税＞納期のお知らせ
市税等の納期は、次の表のとおりです。

※　市税等の納付期限日は、上記表の各税該当月の月末（月末が土・日の場合は、金融機関の翌営業日）とな
ります。

　　ただし、固定資産税（３期）及び国民健康保険税（７期）の１２月分につきましては、２８日（２８日が土・日
の場合は、金融機関の翌営業日）が納付期限日となりますのでご注意下さい。

※　各市税等の納付書の送付につきまして、各税第１期目の納付書送付時に年間（前納及び各期）分を送付い
たします。上記表にて納付期限をご確認の上、金融機関等にて納付をお願いします。

※　納付書は一括送付のため取扱い、紛失等には特にご注意下さい。
　　なお、納付には口座振替をご利用いただくと便利です。

平成１９年度以降の個人市県民税の税制改正について
○国から地方への税源移譲（三位一体改革における税率の改正）
　「地方にできることは地方に」という地方分権の観点から、財政や税制のしくみを変え、地方自治体に、国
の権限を移していこうという「三位一体の改革」が進められています。
　地方自治体が地域の特色にあった活力あるまちづくりを進めるには、自らの判断と責任で自由に使える地方
税財源を充実させることが必要です。
　このため、今回、国税（所得税）から地方税（個人市県民税）へ、約３兆円の税源移譲を実施し、その具体
的方法として、個人市県民税所得割と所得税の税率が次のとおり改正されます。

　・個人市県民税の税率を一律１０％に改正（平成19年度分から適用）

　・所得税の税率を4段階から6段階に改正（平成１９年分から適用）

３２１１２１１１０９８７６５４月
税目

４期３期 ２期１期市県民税

４期３期２期１期固定資産税

全期軽自動車税

１０期９期８期７期６期５期４期３期２期１期国民健康保険税 

標準税率課 税 所 得
５％　　　　　～２００万円以下
１０％２００万円超～７００万円以下
１３％７００万円超～

税率課 税 所 得

１０％　　　　　 ～　３３０万円以下

２０％　３３０万円超～　９００万円以下

３０％　９００万円超～１,８００万円以下
３７％１,８００万円超～

標準税率課 税 所 得

１０％一律

税率課 税 所 得
５％　　　　　 ～　１９５万円以下
１０％　１９５万円超～　３３０万円以下
２０％　３３０万円超～　６９５万円以下
２３％　６９５万円超～　９００万円以下
３３％　９００万円超～１,８００万円以下
４０％１,８００万円超～

【問合せ】税務課（小城庁舎）　緯７３－８８０１



各課からのお知らせ

7

♦税源移譲による所得税・個人住民税の負担増減（例：給与収入５００万円）

○定率控除等が廃止されます。
　・平成１１年度の税制改正において景気対策として導入した定率減税（所得割額に対する減税）は、景気状況
の改善を踏まえて、平成１９年度から廃止となります。

【問合せ】税務課　課税係（小城庁舎）担当　楠田・北川　緯７３－８８０１

現行制度

所得割額の７.５％相当額
（控除限度額２万円）市県民税

258,000円

163,000円

税源移譲前

160,500円

計421,000円 計421,000円

260,500円

税源移譲後

（注）一定の社会保険料が控除されるものとして
　　計算しています。

単身の場合

119,000円

76,000円

税源移譲前

59,500円

計195,000円 計195,000円

135,500円

税源移譲後

（注）

夫婦子２人の場合

１．子のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。　
２．給与所得者が1人の場合の負担額です。
３．一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

所得税

個人住民税

現行制度

税額の１０％相当額
（控除限度額１２.５万円）所得税

平成１９年度分～

廃止
平成１９年分～

廃止

禁煙チャレンジコース参加者募集！
　禁煙してみたい、禁煙に挑戦するけれどいつも挫折してしまう、無理
なく禁煙したい･･･など。そんなあなたを３か月間を目標にサポート
します。同じ仲間と一緒に禁煙にチャレンジしてみませんか？

◎対象：小城市民で、喫煙本数が１日平均２０本以上の禁煙希望者
◎日時・場所・内容

※ 禁煙開始前後、１か月・２か月・３か月後に保健師による面接、電話等によるサポート実施
◎申込期限：各コース初回日前日までに下記までご連絡ください。

【問合せ】健康増進課　保健予防係（三日月庁舎）
担当　古賀・松尾　緯７３－８８２２

内容場所禁煙開始日初回面接日時

禁煙のコツ、離脱症状への

対処法、尿中ニコチン濃度、

呼気中一酸化炭素濃度測定

など

桜楽館６／１陰５／２２（火）１０：００～

ゆめりあ９／１隠８／２６（日）１０：００～

アイル９／１韻８／２７（月）１０：００～

ひまわり１０／１吋９／１９（水）１３：３０～
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　市民のみなさんと行政の協働によるまちづくり実現
を目的とした「小城市協働のまちづくり支援事業補助
金交付要綱」により、平成１８年度に市民のみなさんに
よって行われた事業の内容について、前月に引き続き
紹介します。
【問合せ】企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）
　　　　　担当　森永　緯６３－８８０３　

平成１８年度小城市協働のまちづくり支援事業について紹介します
パートⅡパートⅡ

①事業名　②申請者　③事務局所在地
④実施日　⑤実施場所　⑥事業費　⑦補助額　
⑧事業の主な内容
⑨今後の展望、感想など

①第２回小城市探検隊
②グループ｢三日月｣２１　
③三日月町　④平成１９年３月２５日
⑤小城町　千葉城址その他
⑥１３４，６３８円　⑦１００，０００円
⑧ウォークラリーで小城市の歴史や文化などを
再確認し、地域の連帯をはかった。今年は
「九州の小京都散策コース」を巡った。
⑨高齢者から子供まで各町からの参加があり、
楽しい交流をしながらのウォークラリーに
なった。ＰＲ方法や他団体との連携は今後課
題として検討する。

①第５回ア･カペラコンテスト
②おぎおん（おぎ音楽ネットワーク）　
③小城町　④平成１９年２月１１日　
⑤小城町　小城公民館
⑥４０５，７９２円　⑦２００，０００円　
⑧音楽による活き活きとしたまちづくりを目的
とし、今年も県内外から幅広い層の出場者が
熱唱され、観客にも感動を与えてくれた。
⑨歌は世界の標準語、誰でもいつでも楽しめる。
このコンテストがア･カペラの九州の登竜門
として定着し、プロの誕生を夢見ている。

①クリスマスコンサート
②牛津赤れんが会
③牛津町　④平成１８年１２月１６日
⑤牛津町　牛津赤れんが館
⑥２２８，０２３円　⑦２００，０００円
⑧赤れんが館を拠点とした「まちづくり」活動
の拡大を目指す恒例の行事。今回は幼稚園児
の合唱、高校生のハンドベルの他に、おはな
し会三日月との協調･協力もあった。
⑨市内の他の団体とも協力をしつつ、赤れんが
館の魅力を更に広めていきたい。

①ムツゴロウ王国夜なべ談義
②ムツゴロウ王国芦刈まちづくりフォーラム
③芦刈町　④平成１９年３月１７日
⑤芦刈町　保健福祉センターひまわり
⑥２２１，４４７円　⑦１４４，０００円
⑧地域の現状を把握し、住民の交流促進を図る
ため、まちづくりの現状と課題、方向性など
を議論した。
⑨今年も様々な人が集まり、率直な意見を交わ
した。地域の人々の、まちづくりへの想いが
高まったと思う。

①第6回棚田コンサート
②棚田コンサート実行委員会
③小城町　④平成１８年９月２３日
⑤小城町　江里山農村公園
⑥２９８，６００円　⑦２００，０００円
⑧彼岸花祭りにあわせて実施。棚田にふさわし
いコンサートとして、今回はオカリナ等の演
奏を行った。地区の協力による開催。
⑨今後も、地域や他の団体との協力をはかりつ
つ、会場等の課題を解決しながら、よりよい
ものにしていきたい。
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　小城市は本年度から、市民の皆さまとの協働により「スローライフなまちづくり」を進めていきます。「ス
ローライフなまちづくり」は、小城市の素晴らしい自然や歴史、伝統、文化を大切にし、その良さを身近に感
じ、それらを暮らしに生かすことにより小城市で暮らす価値観に気づいていただくとともに、「緩急自在」に
それぞれにあった暮らし方をすることで、総合計画の基本目標である「質の高い美しいまち」を目指すもので
す。

　小城市では、平成１９年９月から１１月までの３か月間を、“ゆるやかなスローライフ月間”と設定します。
　小城市内で実施される事業やイベント等を通して、地域の自然や歴史、伝統、文化の良さにふれ、地域の価
値を再発見・再確認していただく月間です。
　☆スローライフ月間に開催されるイベント情報チラシを作成予定です。スローライフをコンセプトにした事
　　業等を上記３か月間に開催予定がある団体等は、情報を下記問合せ先までお寄せください。

　スローライフなまちづくりを取り組むための第一歩として、市民の方を対象にした研修会を開催しま
す。
　スローライフって何だろう？こんな疑問をお持ちの方、何だかおもしろそう！と興味をお持ちの方、ま
た、まちづくりに取り組んでいる方やスローライフの視点でまちづくりを取り組んでみようとお考えの団
体等は是非ご参加ください。　

と　き：５月２２日（火）　１９：００～２１：００
場　所：小城市役所議会棟　議場　（牛津庁舎横）
講　師：ＮＰＯスローライフジャパンから

♪スローライフなまちづくりに取り組みませんか？

　小城市の補助金を活用して、スローライフを
コンセプトにしたまちづくりに取り組んでみま
せんか？
☆小城市を活性化させる事業、ふるさとの歴
史・文化を伝承していく事業など、アイデア
次第で様々な取り組みが出来ますョ。
【補助金名称】
　小城市協働のまちづくり支援事業補助金
　※詳細については、お問い合わせください。

【問合せ】
　企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）
　担当　坂田・田中　緯６３－８８０３　胃６３－８８０８

No.2

期間：平成19年 9月～ 11月

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

鰍

恰

割

括

潟潟潟潟潟潟潟

潟潟潟潟潟潟潟

喝
喝
喝
喝

喝
喝
喝
喝

スローライフについて、
楽しくお勉強できる研修
会です。多くの方の参加
をお待ちしています！！

お知らせ

○スローライフ漫画
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　小城市では４月から粗大ごみの収集（有料）をしています。
　これまで解体や分解をして処理場へ持込む必要のあった粗大ごみをご家庭まで収集に伺います。

※事前に申込みが必要です。
①収集料金　　　粗大ごみ１個につき５００円　（前払い）

　　　具体的な例として、家具（たんす・机・いす）や、寝具（ベッド・ふとん）などです。
　　　詳しくは小城市ごみ分別カレンダー（平成１９年度版）のごみの分別区分をご覧ください。
収集しないもの
　　※家電四品目（テレビ、エアコン、洗濯機、冷蔵・冷凍庫）、パソコンは収集しません。画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊
　　※小城市ごみ分別カレンダー（平成１９年度版　Ｐ１５）に掲げているものは収集できません。画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

②受付場所　　　生活環境課または各庁舎の総合窓口係で直接申し込みます。
　　　　　　　　受付時間：平日の午前８時３０分から午後５時まで

③手数料の納付　処分する粗大ごみの個数分の粗大ごみステッカーが必要です。
　　　　　　　　ステッカーの枚数×手数料（５００円）を窓口で支払います。

④収集日の連絡　生活環境課より収集日の連絡・収集場所の確認を電話で行います。
　　　　　　　　収集場所は屋外敷地（玄関前、車庫前など）になります。

⑤収集日当日　　粗大ごみステッカーを貼り付けたあと、生活環境課と確認した収集場所に出しておいてく
　　　　　　　　ださい。（収集時はできるだけ立ち会いをお願いします。）

粗大ごみを出す時の注意事項
・収集は申込の翌週となります。
・事業所等の粗大ごみは申し込みできません。
・２段に分かれるタンスやイス・テーブルなどは、それぞれ個別の扱いとなります。
・人力（２人）で運び出しできない重さ及び、長さ１８０㎝を越えるものは収集できません。
・手数料の減免制度があります。

【問合せ】　生活環境課　廃棄物対策係（小城庁舎）担当　桑原・大島　緯７３－８８０３

常時出せる（月・火・木・金）資源物収集所が開設されました
　小城市では、ＮＰＯ法人と協力し、障害者の就労支援と、さらなるごみの減量・資源化をすすめるため、
資源物収集所を設置しました。
　この資源物収集所では、毎週水曜日に集めている資源物とアルミ缶・スチール缶も集めています。
　ぜひご利用ください。
　≪収集日時≫　毎週：月曜・火曜・木曜・金曜日　午前９時から午後４時まで

　　　　　　　　　（ただし、祝・祭日、８月１３日から８月１６日、及び１２月２９日から１月５日は除く）
　　≪収集場所≫　小城消防署 北分署南側倉庫（小城町）

たんす・ベッドなどの粗大ゴミの処分たんす・ベッドなどの粗大ゴミの処分

収集できる粗大ごみ収集できる粗大ごみ収集できる粗大ごみ収集できる粗大ごみ収集できる粗大ごみ収集できる粗大ご集できる粗大ご集できる粗大ご集できる粗大できる粗大できる粗大できる粗大きる粗収集できる粗大ごみ

申し込み方法申し込み方法申し込み方法申し込み方法申し込み方法申し込み方法申し込み方法し込み方し込み方し込み方申し込み方法

収集日について収集日について収集日について収集日について収集日について収集日について収集日につい集日につい集日につい集日につい日につ収集日について
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飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬ににににににににににににににににににににはははははははははははははははははははは必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必飼い犬には必ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射予防注射をををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけささささささささささささささささささささせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょを受けさせましょううううううううううううううううううううう
　飼主は生後９１日以上の犬に毎年１回、狂犬病の予防注射を受けさせなければなりません。

　４月の集合注射で注射を受けなかった犬は、動物病院等で予防注射を受けさせてください。
　その後、生活環境課（小城庁舎）又は各庁舎総合窓口係で手続きをしてください。

▲

ご用意いただくもの

▲

他市町村から転入した犬（譲り受けた犬）については「鑑札」を交換交付しますので、
前住所地の鑑札（または他市町村より送付された“集団注射の案内ハガキ”）を持参してください。

▲

犬が死亡した場合は死亡届の手続きを行ってください。
（鑑札、狂犬病予防注射済票、印鑑を持参してください。）▲

また、所有者が変更になった場合も届出が必要です。

放し飼いは、こわい！あぶない！めいわく！
散歩の途中や公園での放し散歩は他の人にとっては大変迷惑です。絶対にやめましょう！

放し散歩をしていると、こんなことが！

犬の散歩は必ずリードヒモや鎖につないで行いましょう！

　“散歩中”や“公園”などで犬を放すことは、愛犬が交通事故にあったり、迷い犬になることもあり、犬
にとっても大変不幸なことではないでしょうか？
　飼い主にはおとなしい犬でも、他の人（特に犬嫌いの人）は怖いと思うことがあります。
　また、散歩中は刺激が多く、少しの事でも驚いて、人や他の犬に 噛 みついてしまうことがあるので、必ず

か

画 臥蚊
つないで散歩してください。　　（※散歩中にしたフンは飼い主が責任もって持ち帰りましょう。）画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

【問合せ】生活環境課　生活環境係（小城庁舎）緯７３－８８０３　担当　秋野・野田

その他手数料狂犬病予防注射済証
（獣医師の証明書）区　　分

３，５５０円○新規登録の場合

市から送付されたハガキ５５０円○すでに登録済みの場合

・農作物を荒らしたり、気付かない場所でフンをして他人に迷惑をかける。

・犬同士がケンカになり、人・犬ともにケガをする。

・雷や花火の大きな音に驚いて、突然走り出し行方不明になる。

・愛犬が突然、道路に飛び出し交通事故にあう。
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■
ま
ち
づ
く
り
部
会

　

平
成　

年
７
月　

日
に
第
１
回
部
会
を

１８

２８

開
催
。
以
来
、
同
年
９
月
か
ら　

月
に
か

１２

け
て
商
業
者
や
地
域
住
民
、
来
街
者
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、　

月
９

１０

日
に
は
小
城
駅
・
小
城
公
園
周
辺
の
ま
ち

歩
き
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
歴
史
研
究
家
の
岩
松
要
輔

氏
を
招
い
て
小
城
の
歴
史
に
つ
い
て
勉
強

会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
今

年
３
月
に
は
同
じ
く
城
下
町
と
し
て
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
大
分
県
杵
築
市
の
視

察
研
修
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
部
会
で
は
、
小
城
公
園
周
辺
に
点
在

す
る
歴
史
的
資
源
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い

　

平
成　

年
３
月　

日
、
小
城
本
町
開
発

１９

２６

組
合
が
平
成　

年
度
佐
賀
県
ま
ち
づ
く
り

１８

活
動
支
援
制
度
を
活
用
し
て
実
施
す
る
第

３
回
策
定
委
員
会
が
本
町
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
１
年
間
の
活
動
成
果
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
策
定
委
員
会
に
ま
ち
づ
く
り
部

会
と
建
築
協
定
部
会
を
設
置
し
、
城
下
町

小
城
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
地
域
住

民
の
合
意
で
行
う
※
建
築
協
定
（
下
記
参

照
）
に
よ
る
街
並
み
づ
く
り
に
つ
い
て
昨

年
７
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
熱
心
な
話
し

合
い
と
実
践
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
建
築
協
定
の
締
結
や
観
光

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど

の
具
体
的
な
活
動
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

賑
わ
い
づ
く
り
と
街
並
み
景
観
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
建
築
協
定
部
会

　

平
成　

年
７
月　

日
に
、
第
１
回
建
築

１８

２８

協
定
部
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
同
年
９

月
７
日
に
は
、
建
築
協
定
に
よ
る
街
並
み

づ
く
り
を
進
め
る
鹿
島
市
の
さ
く
ら
通
り

と
浜
宿
酒
蔵
通
り
の
視
察
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
部
会
で
は
、
城
下
町
小
城
に
ふ
さ

わ
し
い
「
和
風
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た

本
町
商
店
街
の
統
一
的
街
並
み
景
観
づ
く

り
の
た
め
に
建
築
協
定
書
案
と
建
築
協
定

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
土
地
・
建
物
の
所

有
者
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会

を
開
催
し
、
地
域
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

の
ル
ー
ル
と
し
て
地
域
自
ら
決
定
・
運
用

し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
和
」が
織
り
な
す
城
下
町
小
城
の
美
し
い
街
づ
く
り

「
和
」が
織
り
な
す
城
下
町
小
城
の
美
し
い
街
づ
く
り

ぶらり歩図は小城本町界隈の公共施設や店舗等に備えてあります

協定書の素案づくり

協定書・運営委員規約等の決定

協定書・認可申請書作成

建築協定認可申請書を市へ提出

協定書の公告・縦覧

公開による意見聴取会

建築協定の認可

認可された協定書の公告

認可された協定書の縦覧

建築協定成立までの流れ

（
地
域
）

（
市
）

（
市
）

（
県
）

【参照】※建築協定とは・・・地域の特性に応じて建物の用途、高さ、最低限敷地規模などの制限を、
土地所有者等の全員の合意によって定め、お互いに守り合っていくことを「約束」する制度です。

建
築
協
定
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
対
象
地
区
住
民
向
け
に
作

成
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

今
回
の
活
動
の
中
で
作
成
さ
れ
た
小
城
本

町
通
り
建
築
協
定
書
（
案
）
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③
水
が
き
れ
い
（　

・
８
％
）

１１

Ｑ
地
区
の
魅
力
、
大
事
に
し
た
い
こ
と
は
？

①
城
下
町
と
し
て
の
歴
史
文
化

（　

・
８
％
）

１７

②
岡
山
神
社
・
烏
森
神
社
（　

・
６
％
）

１６

③
城
下
町
の
お
ち
つ
い
た
雰
囲
気

（　

・
４
％
）

１４

Ｑ
身
近
な
問
題
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
は
？

①
商
店
街
の
活
力
低
下　

（　

・
２
％
）

２９

②
車
を
運
転
で
き
な
い
お
年
寄
り
の
買
い

　

物
が
不
便　
　
　
　
　

（　

・
６
％
）

１６

③
食
事
が
で
き
る
店
が
少
な
い

（　

・
１
％
）

１３

Ｑ
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
み
ん
な
で
取
り
組

ん
だ
ら
い
い
と
思
う
こ
と
は
？

①
商
店
街
が
魅
力
的
と
な
る
取
り
組
み

（　

・
１
％
）

１９

②
子
ど
も
達
が
の
び
の
び
と
育
つ
ま
ち
づ

　

く
り　
　
　
　
　
　
　

（　

・
９
％
）

１１

③
お
年
寄
り
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

づ
く
り　
　
　
　
　
　

（　

・
７
％
）

１１

Ｑ
商
店
・
商
店
街
に
期
待
す
る

取
り
組
み
は
？

①
景
観
を
統
一
し
て
お
ち
つ
い
た
町
の
雰

　

囲
気
を
作
っ
て
ほ
し
い
（　

・
８
％
）

１３

②
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
広
場
が
ほ
し
い　

（
朝
市
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
な
ど
）

（　

・
４
％
）

１３

③
観
光
客
も
楽
し
め
る
商
店
街
に

（　

・
９
％
）

１１

◇
商
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト

Ｑ
後
継
者
は
い
ま
す
か
？

①
い
な
い
（　

・
０
％
）

５２

②
い
る　

（　

・
０
％
）

４４

Ｑ
今
後
検
討
し
て
み
た
い
こ
と
は
？

①
接
客
力
を
高
め
た
い　

（　

・
２
％
）

１５

①
情
報
発
信
に
力
を
い
れ
た
い

（　

・
２
％
）

１５

③
新
規
顧
客
開
拓　
　
　

（　

・
１
％
）

１２

Ｑ
商
店
街
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
ら
い
い
か
？

①
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
お
年
寄
り
が
気

　

軽
に
寄
れ
る
場
所
に
な
っ
た
ら
い
い

（　

・
０
％
）

２５

①
飲
食
店
を
誘
致
す
る　

（　

・
０
％
）

２５

③
周
辺
の
歴
史
文
化
を
紹
介
し
た
散
策 

　

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
り
観
光
客
も

　

楽
し
め
る
商
店
街
と
す
る（　

・
５
％
）

１２

③
店
の
前
に
イ
ス
を
置
い
て
休
憩
で
き
る

　

よ
う
に
す
る　
　
　
　

（　

・
５
％
）

１２

【
問
合
せ
】

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

ま
ち
づ
く
り
推

　

進
係　

（
芦
刈
庁
舎
）
担
当　

江
頭

　

緯　

−

８
８
２
６

６３

く
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
、
観
光
客
等
の
街

あ
る
き
マ
ッ
プ
と
し
て「
ぶ
ら
り
歩
図（
前

項
下
段
写
真
）
」
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
昨
年
度
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

観
光
客
等
に
小
城
公
園
を
中
心
と
し
て
歴

史
・
文
化
を
説
明
・
案
内
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
や
地
域
資
源
を
活

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
づ
く
り
と
快
適

な
住
環
境
の
整
備
に
は
地
域
住
民
の
主
体

的
な
参
画
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
市
と
し

て
も
小
城
本
町
を
中
心
と
し
た
城
下
町
に

相
応
し
い
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
引
き
続
き

支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
部
会
が
実
施
し
た 

　

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

◇
一
般
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

Ｑ
小
城
町
の
自
慢
は
？

①
小
城
公
園
（　

・
２
％
）

２６

②
羊
羹　
　

（　

・
１
％
）

１２

小城市芦刈地区都市再生整備計画の公表について
　本市では、まちづくり交付金を活用してソフト・ハード事業を一体的に実施するため芦刈地区の都市再生整
備計画を策定しましたので、都市再生特別措置法第４６条第１０項の規定により公表します。
○名　　称　　小城市都市再生整備計画
○地 区 名　　芦刈地区
○面　　積　　４３．７ha
○計画期間　　平成１９年度〜２３年度
○大 目 標　　人が集い心豊かに暮らす循環型スローフード・スローライフタウン
○全体事業費　約７億円
※詳しくは、市のホームページをご覧ください。http://www.city.ogi.lg.jp
【問合せ】　まちづくり推進課　まちづくり推進係（芦刈庁舎）担当　江頭　緯６３－８８２６

小城本町かいわいまちづくり方向性

いやしの城下町、小城

まちづくりの視点

城下町の歴史文化を感じ、気持ち

をあらためることができる、いや

しのまちづくり

城下町という庭園で、住民が楽し

める、くつろげるまちに

歴史と文化を活かし、住民の暮ら

しを豊かに、来訪者が楽しめるま

ちに

●歴史文化の活用
●景観形成
●住民がくつろげる場所に
●食文化の活用・掘り起こし
●商店街の付加価値づけ
●拠点の整備

（仮称）

４．６％→１０．０％地元購買率の向上（％）
代 表 的
数値目標

７１，４００人→１４０，０００人交流人口（人／年）

１．０倍→１．１倍居住者数（比）
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障害者の就労支援障害者の就労支援障害者の就労支援障害者の就労支援

　障害者の就労を支援するために、障害者の通所事業を行うＮＰＯ法人と協力し、資源物の収集を
平成１９年４月から下記のとおり実施しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　決められた収集日・時間には、いつでも持込むことができます。

≪収集日≫　毎週：月曜・火曜・木曜・金曜日（ただし、祝日、８月１３日から８月１６日、及び１２月２９日から１月
　　　　　　５日は除く）

≪収集時間≫　午前９時から午後４時まで

≪収集場所≫　小城消防署 北分署南側倉庫（小城町）

≪持込める資源物≫　市が毎週水曜日に回収している、ごみ分別カレンダーに掲載された資源物。
☆新聞・チラシ・段ボール・雑誌・本・包装紙・紙箱類・紙パック
☆プラスチック容器・包装プラスチック
☆発泡スチロール・発泡スチロール製トレイ
☆ペットボトル（「PET」マーク）
☆アルミ缶・スチール缶

上記の資源物で容器など水洗いし、ラベルなどをはがして分別した物。

【問合せ】高齢障害福祉課　障害福祉係　担当　山口　緯７３－８８２０

至三日月

小
城
セ

メ
ン
ト

ク
リ
ー

ニ
ン
グ

キャッスル

ゲームセンター

マツダ

小城
庁舎

ファミリー
マート

ドラッグ
ストアー
モリ

小城
消防署
北分署

倉庫

資源物収集所

入口

至多久市

至
大
和
町

至
小
城
駅

ア
ー
バ
ン

駐
車
場

国道203号
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定
し
ま
し
た
「
総
合
計
画
」
の
将
来
像
、

基
本
目
標
を
考
慮
し
て
、『
薫
風
新
都　

「
和
」で
織
り
な
す　

美
し
い
小
城
市
』
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
小
城
市

民
の
皆
さ
ん
と
小
城
市
外
の
方
に
ま
ち
づ

く
り
（
総
合
計
画
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
わ
か

り
や
す
く
一
言
で
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
封

筒
な
ど
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】　

企
画
課　

企
画
振
興
係

（
牛
津
庁
舎
）　

担
当　

田
中

　

緯　
−

８
８
０
３

６３

小
城
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
『
薫
風
新
都
「
和
」
で
織
り

な
す　
美
し
い
小
城
市
』
で
す

　

小
城
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い

て
は
、
小
城
郡
合
併
協
議
会
の
協
定
項
目

「
慣
行
の
取
扱
い
」
に
お
い
て
「
新
市
に

お
い
て
新
た
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
」

と
し
、
具
体
的
に
は
「
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
お
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
等
を
参
考
と
し
、
新
市
に
お

い
て
将
来
像
を
表
す
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
決
定
す
る
。
」
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
将
来

像
と
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
基
本
に
策

「キャッチフレーズ」
薫風新都「和」で織りなす　美しい小城市

1.キャッチフレーズの必要性
　小城市のキャッチフレーズについては、合併協議会の協定
項目「慣行の取扱い」において「新市において新たに定める
ものとする。」となっている。
　具体的には、「新市まちづくり計画において決定されてい
るキャッチフレーズ等を参考とし、新市において将来像を表
すキャッチフレーズを決定する。」となっている。

新市まちづくり計画

○新市の将来像
薫風新都

～みんなでつくる・
笑顔あふれる小城市～

総合計画
○将来像

薫風新都
～みんなでつくる・

笑顔あふれる小城市～
○基本目標
「和」で織りなす 美しいまち

新市まちづくり計画において決定され
ている将来像及び総合計画において決
定される将来像・基本目標を考慮して。

小城市キャッチフレーズについて

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い 

総
務
省
の
行
政
相
談

　

平
成　

年
５
月　

日
（
月
）
か
ら
平
成

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

１９

２１

　

年
５
月　

日
（
日
）
ま
で
、
春
の
行
政

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

１９

２７

相
談
週
間
で
す
。

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

　

総
務
省
で
は
国
な
ど
の
行
政
に
対
す
る

苦
情
、
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
行
政

運
営
の
改
善
等
に
結
び
つ
け
る
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
近
年
、
保
育
園
等
で
働
く
方

を
「
保
母
」
か
ら
「
保
育
士
」
に
改
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
男
性
か
ら
の
行
政
相

談
を
き
っ
か
け
に
制
度
が
改
め
ら
れ
た
ひ

と
つ
の
例
で
す
。
ま
た
、
公
的
年
金
の
支

給
日
が
休
日
と
重
な
る
場
合
の
前
倒
し
支

給
も
、
行
政
相
談
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

小
城
市
で
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
員
４
名
の
方
に
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
行
政
で
お
困
り
の
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
相
談
日
・
場
所　

市
報　

ぺ
ー
ジ
に
掲
載

２５

【
問
合
せ
】

　

佐
賀
行
政
評
価
事
務
所　

行
政
相
談
課

　

緯　

−

２
６
５
１

２２

　

総
務
課　

庶
務
文
書
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

園
田
・
貞
松

　

緯　

−

８
８
０
０

６３

下
水
道
宅
内
排
水
設
備
工
事
に
か

か
る
補
助
金
交
付
制
度
に
つ
い
て

　

現
在
、
小
城
市
で
は
排
水
設
備
工
事
の

た
め
の
補
助
金
交
付
制
度
と
し
て
、
宅
内

画
臥

蚊
蚊

改
造
積
立
金
補
助
金
交
付
制
度
が
あ
り
ま

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

す
。

　

宅
内
排
水
設
備
工
事
を
行
う
た
め
に
は
、

一
時
的
に
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
積
立
を
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

制
度
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
補
助
金
交
付
対
象
者
】

　

下
水
道
積
立
を
３
年
以
上
継
続
し
て

（
定
期
積
立
等
）
行
っ
た
方
。

【
積
立
金
の
限
度
額
】

　

１
戸
に
つ
き
…
１
０
０
万
円

※
ト
イ
レ
が
２
ヶ
所
以
上
…
１
５
０
万
円

【
補
助
金
の
交
付
対
象
期
間
】

　

供
用
開
始
（
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ

　

う
に
な
る
こ
と
）
よ
り
３
年
以
内
に
宅

　

内
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
た
方
。

【
補
助
金
の
交
付
額
】

　

積
立
金
額
、
ま
た
は
工
事
費
用
の
２
％

　

の
金
額
。

【
積
立
金
融
機
関
】

　

小
城
市
内
各
金
融
機
関
。

※
交
付
対
象
区
域
、
制
度
内
容
の
詳
細
に

　

つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

【
問
合
せ
】
下
水
道
課　

管
理
係

　

（
芦
刈
庁
舎
）　

担
当　

徳
広　

　

緯　

−

８
８
２
７

６３
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小
城
市
消
防
団
の
新
役
員
及
び

新
入
団
員
の
辞
令
交
付
式
が
４
月

１
日
に
小
城
消
防
署
で
行
わ
れ
、

合
併
以
来
小
城
市
消
防
団
を
統
括

し
て
き
た
牧
瀬
紀
春
団
長
が
３
月

　

日
付
で
勇
退
さ
れ
、
小
林
正
信

３１新
団
長
の
も
と
、
新
た
な
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
消
防
団
に　

名
が

５０

入
団
し
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て

牛
津
第
２
分
団
第
３
部
の
巨
瀬
貴

志
さ
ん
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

交
付
式
に
出
席
し
た
市
長
は
、

「
昨
年
は
、
１
年
間
を
通
じ
た
防

災
・
防
火
及
び
迅
速
な
消
火
活
動

な
ど
、
市
民
が
安
全
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
役

割
を
果
た
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

今
後
も
日
ご
ろ
の
消
防
訓
練
と
併

せ
て
、
防
災
・
防
火
活
動
を
お
願

い
し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
消
防
団
へ
期
待
を
寄
せ
ま
し

た
。

　

辞
令
交
付
式
終
了
後
、
さ
っ
そ

く
新
し
く
部
長
や
班
長
に
な
っ
た

団
員
と
新
入
団
員
を
対
象
に
基
本

的
な
動
作
訓
練
と
消
防
団
員
と
し

て
の
心
構
え
に
つ
い
て
講
話
な
ど

が
行
わ
れ
、
消
防
団
員
と
し
て
の

意
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

春
の
交
通
安
全
県
民　
 

　

運
動
が
行
わ
れ
ま
す

　

「
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル　

高
め

よ
う
交
通
マ
ナ
ー
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
５
月　

日
か
ら　

日
ま
で
春

１１

２０

の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
、
通
学
時
間
帯
に

児
童
生
徒
へ
の
交
通
安
全
指
導　

や
高
齢
者
や
保
護
者
へ
の
交
通
安

全
意
識
の
推
進
、
夜
間
外
出
時
の

反
射
材
用
品
等
の
活
用
促
進
を
図

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
「
飲
酒

運
転
の
根
絶
」
、
「
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進
」
、
「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

用
」
を
重
点
に
運
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

小
城
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

防
災
最
前
線
１

三
日
月
の
自
主
避
難
所
を 

「
ゆ
め
り
あ
」（
三
日
月
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

に
変
更
し
ま
す
。

自
主
避
難
所
と
し
て
、
昨
年
ま
で

使
用
し
て
い
た
「
ド
ゥ
イ
ン
グ
三

日
月
」
を
三
日
月
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
り
あ
」
に
変
更
し
ま

す
。

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
！

　

昨
年
、
県
内
で
秋
雨
前
線
豪
雨
に
よ

り
唐
津
市
相
知
町
や
伊
万
里
市
南
波
多

町
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
小
城
市
に
お
い
て
も
住
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
等
を
目
的
に
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

・
日　

時　

５
月　

日
（
日
）

２７

・
場　

所　

小
城
町
江
里
山
川
流
域
及
び
三
日
月
町
祇
園
川
沿
い

・
内　

容　

佐
賀
県
と
合
同
で
土
砂
災
害
と
浸
水
被
害
を
想
定
し

　
　
　
　
　

た
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

・
避
難
所　

小
城
公
民
館
岩
松
支
館
と
三
日
月
幼
稚
園

地
域
の
防
災
力
を
高
め
、 

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

【
問
合
せ
】
総
務
課　

消
防
交
通
係
（
牛
津
庁
舎
）　

担
当　

山
口
・
挽
地　

緯　

−

８
８
０
０

６３
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み
か
ん
オ
ー
ナ
ー
募
集
！

　

小
城
市
牛
津
町
上
砥
川
の
み
か

ん
農
家
が
、
農
園
の
一
部
を
希
望

者
に
提
供
す
る
「
み
か
ん
オ
ー

ナ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希

望
者
は
農
家
に
管
理
委
託
料
や
収

穫
す
る
み
か
ん
代
を
含
む
申
込
金

を
お
支
払
い
い
た
だ
け
れ
ば
オ
ー

ナ
ー
に
な
れ
ま
す
。（
申
込
金
は
木

の
大
き
さ
、
花
芽
の
数
に
応
じ
て

１
本
千
円
か
ら
１
万
円
）
収
穫
時

期　

月
上
旬
か
ら　

月
上
旬
ま
で

１０

１１

　
　

月
中
旬
に
農
家
や
み
か
ん

１０
オ
ー
ナ
ー
同
士
の
交
流
会
を
開
催

予
定
で
す
。

※
説
明
会
と
現
地
案
内
会
を
行
い

ま
す
。

日
時
：
５
月　

日
（
日
）
、　

日

２０

２３

（
水
）
、　

日
（
金
）
（
雨
天
の

２５

場
合
も
実
施
）

時
間
：　

時　

分
よ
り
（
３
日
間

１３

３０

と
も
）

場
所
：
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
砥

川
支
所
２
階
会
議
室

※
説
明
会
終
了
後
現
地
で
オ
ー

ナ
ー
の
木
を
選
定
し
て
も
ら
い
、

申
込
金
を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
問
合
せ
】
農
林
水
産
課　

　

農
政
企
画
係
（
芦
刈
庁
舎
）　

　

担
当　

永
渕　

　

緯　

−

８
８
２
０

６３

総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　

５
月　

日
〜
６
月
６
日
に
か
け

３０

て
の
７
日
間
、
三
日
月
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
り
あ
」
で
健
診

を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
５
月

月
間
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　

月
に
実
施
し
た
希
望
調
査
で

１２
健
診
を
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、
す

で
に
３
月
末
に
受
診
票
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
受
診
票
が
来
て
い
な

い
方
も
、
当
日
会
場
で
申
し
出
て

い
た
だ
く
と
受
診
で
き
ま
す
（
但

し
、
乳
が
ん
検
診
・
歯
周
疾
患
検

診
は
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で

す
）
。
ま
た
、
お
住
ま
い
の
町
以

外
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
ご

都
合
の
よ
い
時
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　
　

歳
以
上
の
基
本
健
診
初
回
受

３０
診
者
に
は
肝
が
ん
の
原
因
で
あ
る

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

を
し
ま
す
。
職
場
健
診
等
で
も
検

査
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
ぜ
ひ
受

け
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
健
康
増
進
課

　

保
健
予
防
係
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

古
賀
・
松
尾　

　

緯　

−

８
８
２
２

７３

小
城
市
の
給
与
･
定
員
管

理
等
の
公
表
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

　

小
城
市
に
お
け
る
職
員
の
給

与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に　

年
度
公
表
版

１８

を
掲
載
（
公
表
）
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

内
容
は
、　

年
９
月
に
公
表
し

１８

た
「
小
城
市
の
人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
」
（
市
報
お
ぎ
平
成　
１８

年　

月
号
掲
載
）
に
、
国
、
県
及

１０
び
他
団
体
の
数
値
を
加
え
た
も
の

で
す
。

『
小
城
市
の
給
与
･
定
員
管
理

等
』
の
概
要

１　

総
括

２　

職
員
の
平
均
給
与
月
額

３　

一
般
行
政
職
の
級
別
職
員

　
　

数
等
の
状
況

４　

職
員
の
手
当
の
状
況

５　

特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況

６　

職
員
数
の
状
況

７　

公
営
企
業
職
員
の
状
況

【
問
合
せ
】
総
務
課　

　

人
事
・
給
与
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

高
塚

　

緯　

−

８
８
０
０

６３

国
民
生
活
基
礎
調
査　
　
　
　
　

商
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

調
査
に
ご
協
力
を　
　
 

　
　
　

お
願
い
し
ま
す

◆
平
成　

年
商
業
統
計
調
査 

１９（
卸
売
・
小
売
業
）

　

経
済
産
業
省
で
は
、
６
月
１
日

現
在
で
商
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
・

小
売
業
を
営
む
全
て
の
事
業
所
を

対
象
と
し
、
商
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都

道
府
県
、
市
区
町
村
に
お
け
る
商

業
の
振
興
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
な
ど
の
施
策
を
進
め
る
う
え
で

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
多
方

面
で
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

個
々
の
事
業
所
が
経
営
指
針
を
作

る
際
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
課

　

企
画
振
興
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

山
中

　

緯　

−

８
８
０
３

６３

◆
国
民
生
活
基
礎
調
査

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
６
月
７
日

現
在
で
国
民
生
活
基
礎
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
国
民
の
す
べ

て
の
皆
様
に
健
康
で
明
る
く
豊
か

な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
と
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
・
年
金
・
雇
用
対
策
な

ど
幅
広
い
仕
事
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
た
め
に
は
、
皆

様
の
暮
ら
し
や
働
き
方
の
実
態
を

正
し
く
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

国
民
生
活
基
礎
調
査
は
、
こ
う

し
た
皆
様
の
生
活
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
に
実
施
す
る
大
変
重
要

な
調
査
で
す
。

●
調
査
対
象
地
区

　

小
城
町
中
町
西
部
、
小
城
町
上

右
原
西
部
・
東
部
、
小
城
町
萩
ノ

町
西
部
南
、
三
日
月
町
五
条
、
牛

津
町
友
田
中
西
部
、
芦
刈
町
永
田

東
北

【
問
合
せ
】

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

緯　

−

１
３
２
１

３０

※
統
計
調
査
員
が
各
事
業
所
・
世

帯
へ
お
伺
い
し
た
際
は
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
尚
、
調
査
員
は
、
身
分
を
証

明
す
る
「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。　

　

調
査
員
証
の
提
示
が
な
い
な
ど

不
審
な
点
を
感
じ
た
場
合
、
電
話

に
よ
る
問
い
合
わ
せ
に
不
審
な
点

を
感
じ
た
場
合
は
、
即
答
せ
ず
に
、

問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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〜
人
権
の
ま
ど
〜

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
誰
で
も
が
手
軽
に
情
報
を
収

集
し
た
り
、
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
手
軽
さ
か

ら
不
特
定
多
数
の
人
に
情
報
を
送

れ
、
し
か
も
匿
名
で
行
え
る
こ
と

か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
名

誉
毀
損
あ
る
い
は
差
別
を
助
長
す

る
情
報
を
掲
載
す
る
な
ど
、
決
し

て
許
さ
れ
え
な
い
行
為
が
起
き
て

い
ま
す
。

モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
ま
す

　

自
分
の
名
前
や
顔
を
知
ら
れ
ず

に
発
信
で
き
る
か
ら
と
い
っ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
ど
ん
な

言
動
で
も
許
さ
れ
る
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
た
と
え
親
し

い
仲
間
同
士
で
使
っ
て
い
る
掲
示

板
で
あ
っ
て
も
、
不
特
定
多
数
の

方
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
モ

ラ
ル
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

被
害
に
あ
っ
た
ら

　

も
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
掲
示

板
上
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や

差
別
的
な
発
言
を
受
け
た
場
合
は
、

情
報
発
信
者
や
サ
イ
ト
の
管
理
人
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
記
事
の
削
除

を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。
解
決
が

困
難
な
場
合
は
佐
賀
地
方
法
務
局

（
緯　

−

２
１
９
５
）
な
ど
行
政

２６

機
関
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
コ
ー
ナ
ー

問　

近
所
に
障
害
の
あ
る
人
が
い

ま
す
。
何
か
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
接
す
れ

ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
と
ま
ど
っ

て
い
ま
す
。
何
か
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　

障
害
が
あ
る
人
を
特
別
視
し

な
い
で
ご
く
自
然
な
気
持
ち
で
接

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

具
体
的
に
何
か
を
手
伝
う
時
は
、

ま
ず
、
「
お
困
り
で
す
か
」
と
か

「
お
手
伝
い
い
た
し
ま
し
ょ
う

か
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
い
き
な
り
車
椅
子
を
押

し
た
り
す
る
と
相
手
を
驚
か
せ
て

し
ま
い
ま
す
。
ど
ん
な
手
伝
い
が

必
要
か
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

相
手
の
方
が
自
分
ひ
と
り
で
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
人

な
り
の
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。
手

伝
う
側
が
一
方
的
に
判
断
し
て
、

頼
ま
れ
て
も
い
な
い
こ
と
に
手
を

出
す
こ
と
は
か
え
っ
て
失
礼
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

何
か
困
っ
て
い
る
方
を
見
か
け

た
ら
、
障
害
者
に
限
ら
ず
気
軽
に

声
を
か
け
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
　

小
城
市
で
は
特
設
の
人
権
相

談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
日
程
等

は　

ペ
ー
ジ
の
各
種
相
談
の
コ
ー

２５
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
課　

人
権
・
同

　

和
対
策
室
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

小
柳
・
円
城
寺　

　

緯　

−

８
８
０
０

７３
軽
自
動
車
税
の　
　
　
 

　
　
　

減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
の
う
ち
、
一
定

の
要
件
（
障
害
の
程
度
・
使
用
目

的
等
）
を
満
た
す
場
合
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
小
城
市
税
条
例
第
八
十
九
条
・

第
九
十
条
に
よ
る
）

　

な
お
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る
車

両
は
普
通
自
動
車
（
県
税
事
務
所

申
請
分
）
を
含
め
１
台
の
み
で
す
。

※
す
で
に
申
請
さ
れ
減
免
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
車
両
の
登
録
事
項
に

変
更
が
無
い
限
り
は
新
た
に
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
期
間

　

５
月　

日
〜
５
月　

日

１０

２４

◆
申
請
場
所

　

税
務
課　

課
税
係

　

（
小
城
庁
舎
）

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

　

障
害
者
手
帳
等
の
各
種
手
帳

　

運
転
者
の
免
許
証

　

減
免
を
申
請
す
る
車
の
車
検
証

　

印
鑑
（
認
印
で
可
）

　

【
問
合
せ
】
税
務
課　

課
税
係

（
小
城
庁
舎
）
担
当　

中
野

　

緯　

−

８
８
０
１

７３
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
及
び

予
防
教
室
の
お
知
ら
せ

【
対
象
】

小
城
市
に
住
民
票
の
あ
る　

歳
以

４０

上
の
方

【
日
程
及
び
場
所
】

・
５
月　

日
（
水
）

１６

小
城
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
桜
楽
館
」

・
６
月　

日
（
火
）

２６

三
日
月
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

め
り
あ
」

　

な
お
、
八
月
に
は
牛
津
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ル
」
、
九
月

に
は
芦
刈
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」
で
も
行
い
ま
す
。

詳
細
は
、
後
日
広
報
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　
　

【
受
付
】

　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１０

【
検
診
・
教
室
】

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

【
方
法
】

　

手
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

【
定
員
】

　

１
日
に
１
０
０
名
（
要
予
約
）

【
料
金
】

５
０
０
円
（
た
だ
し
①
老
人
医
療

受
給
者
②
生
活
保
護
世
帯
③
平
成

十
八
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
当
日
会

場
で
申
請
く
だ
さ
い
。
②
③
の
方

は
事
前
に
申
請
す
る
こ
と
も
出
来

ま
す
。
健
康
増
進
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
）

【
申
込
先
】
健
康
増
進
課

　

保
健
予
防
係

（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

山
口

　

緯　

−

８
８
２
２

７３

 
【小城市子ども相談室】
ひみつはぜったい守ります

心のホットライン緯０１２０−７２−１０２１
携帯電話からは緯０９５２−７２−１０２１

【そうだん日】月・水・金よう日
　　　　　　（祝日や休日を除く）
【じかん】あさ９時３０分〜ゆうがた１７時
（そのほかは留守番電話で受け付けます）
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小
城
市
本
庁
方
式
移
行
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た

　

平
成　

年
度
事
業
と
し
て
進
め

１８

て
い
ま
し
た
小
城
市
本
庁
方
式
移

行
基
本
構
想
の
策
定
が
完
了
し
ま

し
た
。

　

本
庁
方
式
へ
の
移
行
に
つ
い
て

は
、
小
城
郡
合
併
協
議
会
で
確
認

さ
れ
た
「
５
年
を
目
途
に
本
庁
方

式
に
移
行
す
る
」
と
い
う
調
整
方

針
に
基
づ
き
、
平
成　

年
度
か
ら

１７

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
は
市
民
を
含
む

１８

学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
小
城
市

本
庁
方
式
移
行
検
討
懇
話
会
を
設

置
し
、
平
成　

年　

月
８
日
か
ら

１８

１１

４
回
の
会
議
を
行
い
、
平
成　

年
１９

１
月　

日
の
第
４
回
会
議
で
は
市

２５

長
に
提
言
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
４
つ
の
庁
舎
の
現
状
の
分

析
、
分
庁
方
式
の
問
題
点
の
抽
出

を
行
っ
た
う
え
で
、
本
庁
舎
に
必

要
な
機
能
、
規
模
に
つ
い
て
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
庁
舎
の
場
所
に
つ
い

て
は
利
便
性
、
危
機
管
理
等
の
観

点
か
ら
検
討
を
行
い
、
３
箇
所
の

候
補
地
（
エ
リ
ア
）
を
選
定
し
て

い
ま
す
。

　

コ
ス
ト
面
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
庁
舎
を
増
改
築
し
て
本
庁
方
式

に
移
行
す
る
場
合
と
、
新
築
す
る

場
合
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
必
要

と
考
え
ら
れ
る
庁
舎
の
モ
デ
ル
案

を
作
成
し
、
事
業
費
等
（
用
地
費
、

建
設
費
、
維
持
管
理
費
）
の
試
算

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
増
改
築
よ
り

も
新
築
の
方
が
有
利
で
あ
る
と
の

結
果
が
出
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
庁
方
式
へ

の
移
行
は
庁
舎
だ
け
の
単
独
の
問

題
で
は
な
く
、
合
併
後
の
小
城
市

が
抱
え
る
多
く
の
課
題
と
関
連
付

け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
課
題
も
含
め
て
総
合
的

に
判
断
し
た
結
果
、
既
存
庁
舎
を

活
用
し
た
本
庁
方
式
へ
の
移
行
を

目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
増
改
築
は
最
小
限
と
し
、

住
民
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、

従
来
の
庁
舎
の
あ
り
方
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
し
い
庁
舎
体
制
に
つ
い

て
、
平
成　

年
度
末
を
目
途
に
今

１９

後
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

「
小
城
市
本
庁
方
式
移
行
基
本

構
想
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

の
皆
様
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
、

市
役
所
各
庁
舎
ロ
ビ
ー
、
小
城
市

民
図
書
館
（
小
城
館
・
三
日
月

館
・
牛
津
分
室
・
芦
刈
分
室
）
に

設
置
し
て
い
ま
す
。　

【
問
合
せ
】

　

企
画
課　

本
庁
舎
準
備
室

　

（
牛
津
庁
舎
）
担
当　

野
口

　

緯　

−

８
８
０
３

６３
男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー

小
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

（
案
）
へ
の
意
見
公
募
に
つ
い
て

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見

公
募
）
に
あ
た
り
、
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ご
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す

る
市
の
考
え
方
（
要
旨
）
を
公
表

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

庁
舎
及
び
各
市
民
図
書
館
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
募
集
結
果
】

・
募
集
期
間　

２
月
６
日（
火
）

〜
２
月　

日（
水
）

２８

・
提
出
者　

３
人

・
提
出
方
法　

メ
ー
ル
１
人
、
持

　

参
２
人

◎
地
域
活
動
等
へ
の
定
年
後
の
男

性
の
関
わ
り
方
等
、
社
会
の
実
情

を
踏
ま
え
た
プ
ラ
ン
に
し
て
ほ
し

い
。

（
市
の
考
え
方
）

　

市
民
の
皆
様
、
中
学
生
の
意
識

調
査
、
策
定
懇
話
会
の
意
見
を
踏

ま
え
、
で
き
る
だ
け
様
々
な
実
情

に
沿
っ
た
内
容
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
実
情
に
対

応
で
き
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
市
民
各
々
が
計
画
に
沿
っ
て
参

画
活
動
す
る
た
め
に
、
市
民
（
家

庭
）
の
取
り
組
み
目
標
を
出
さ
れ

た
ら
ど
う
か
。

（
市
の
考
え
方
）

　

推
進
の
た
め
の
指
標
の
中
で
男

女
の
家
事
平
均
時
間
の
格
差
の
縮

小
を
目
標
に
し
ま
す
。

◎
市
内
の
幼
稚
園
教
諭
･
保
育
士

へ
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の

研
修
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
。

（
市
の
考
え
方
）

　

こ
れ
ま
で
も
研
修
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
よ
り
充
実
し
た
研
修

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

企
画
課　

市
民
協
働
推
進
係

（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

森
永
・
坂
田

　

緯　

−

８
８
０
３　

６３

有
料
広
告

有料広告募集中！
『市報おぎ』を使ってあなたのお店をＰＲしてみま
せんか？申込方法など詳細はお問合せください。
■掲載料　縦４．５ｃｍ×横８．５㎝　　１０，０００円
　　　　　縦４．５ｃｍ×横１７．５㎝　　２０，０００円
【問合せ】秘書広報課（牛津庁舎）
　担当　副田　緯６３－８８０１
　Email：hishokouhou@city.ogi.lg.jp
　HP：http://www.city.ogi.lg.jp
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三
日
月
小
学
校
の
児
童
で
構
成

す
る
軟
式
少
年
野
球
チ
ー
ム
三
日

月
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ス
が
結
成　

周
年

３０

を
迎
え
ま
し
た
。

　

三
日
月
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ス
は
、
昭

和　

年
に
結
成
さ
れ
、
平
成　

年

５２

１６

に
は
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
九
州
大

会
で
準
優
勝
す
る
な
ど
強
豪
と
し

て
知
ら
れ
、
今
年
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
に
入
団
し
た
川
頭

投
手
も
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
３
年
生
か
ら
６
年
生
の

部
員　

人
が
週
５
日
、
学
童
オ
リ

２２

ン
ピ
ッ
ク
県
大
会
優
勝
を
目
標
に

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

４
月　

日
か
ら
は
、　

周
年
を

２１

３０

記
念
す
る
大
会
が　

チ
ー
ム
の
参

１７

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

三
日
月 

ス
ラ
ッ
ガ
ー
ス
が

結
成　

周
年

３０

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展

に
貢
献
し
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
平

成　

年
度　

佐
賀
県
社
会
体
育
優

１８
良
団
体
表
彰
式
が
平
成　

年
３
月

１９

　

日
（
月
）
佐
賀
県
庁
で
行
わ
れ
、

１９牛
津
Ｆ
Ｃ　

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

Jr

　

牛
津
Ｆ
Ｃ　

は
創
立　

年
を
迎

Jr

３０

え
、
地
域
に
密
着
し
た
ク
ラ
ブ
運

営
を
行
い
、
ま
た
世
代
間
の
交
流

を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
そ
の
活

動
が
他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
と

し
て
表
彰
さ
れ
、
吉
野
佐
賀
県
教

育
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

 

牛
津
Ｆ
Ｃ　

が
佐

Jr

賀
県
社
会
体
育
優

良
団
体
に

　

岩
松
校
区
馬
場
子
ど
も
ク
ラ
ブ

の
親
子
が
昨
年
夏
、
近
く
の
休
耕

田
に
近
所
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
大
豆
の
種
を
ま
き
、
年
末
に
刈

り
取
り
、
槌
で
た
た
い
て
実
を
取

り
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
、
岩
松
支
館
調
理
室

で　

人
が
参
加
し
て
、
そ
の
大
豆

１０
を
使
っ
て
味
噌
作
り
に
初
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

大
豆
は
自
分
の
家
で
煮
て
持
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
短
時
間
で

味
噌
作
り
は
終
了
。
近
く
の
お
ば

さ
ん
の
指
導
で
味
噌
玉
を
桶
に
詰

め
込
む
作
業
は
、
親
子
た
ち
に
は

珍
し
く
、
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら

と
て
も
楽
し
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

 

自
分
た
ち
が
育
て

た
大
豆
で
み
そ
づ

く
り

　

表
紙
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

４
月　

日
（
土
）
、
天
山
社
上
宮

１４

周
辺
な
ど
で
「
第
１
回
海
と
山
の

自
然
を
守
り
隊　

天
山
」
が
開
催

in

さ
れ
ま
し
た
。
宝
の
海
「
有
明

海
」
を
守
り
育
て
る
た
め
に
、
水

源
と
な
る
山
を
守
り
育
て
よ
う
と

市
内
の
漁
業
関
係
者
、
芦
刈
小
緑

の
少
年
団
、
小
城
の
自
然
を
育
て

る
会
の
会
員
ら
約　

人
が
参
加
し

４０

ま
し
た
。
神
事
と
江
里
口
市
長
の

挨
拶
の
あ
と
、
佐
賀
中
部
森
林
組

合
の
指
導
を
受
け
、
ク
ワ
や
ス

コ
ッ
プ
で
地
面
を
掘
り
、
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ
の
苗
３
６
０
本
を
植
え
ま

し
た
。

 

海
と
山
の
自
然
を

守
り
隊　

天
山

in
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３
月　

日
、
ま
ち
づ
く
り
団

２５

体
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
城
」
の
七

田
会
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
同

団
体
の
発
足　

周
年
を
記
念
し

２０

て
作
成
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
「
知
っ
て

た
？
知
っ
て
る
？
小
城
の
宝
」

を
２
０
０
枚
、
小
城
市
に
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｃ
Ｄ
は
小
城
市
の
文
化

的
な
史
跡
等
を
は
じ
め
、
小
城

市
百
選
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
田
会
長
は
「
も
っ
と
小
城

市
の
こ
と
を
知
り
、
子
ど
も
た

ち
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
、
江
里
口
市
長
も

「
市
内
の
図
書
館
や
小
中
学
校

な
ど
で
活
用
し
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

知
っ
て
た
？
知
っ

て
る
？
小
城
の
宝

　

４
月　

日
（
火
）
、
市
内
の

１０

８
つ
の
小
学
校
で
入
学
式
が
行

わ
れ
、
４
６
６
人
（
男
子
２
３

４
人
、
女
子
２
３
２
人
）
の
新

一
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
（
写

真
は
桜
岡
小
）
。

　

新
入
生
は
上
級
生
に
迎
え
ら

れ
て
笑
顔
で
入
場
し
、
校
長
先

生
の
話
を
真
剣
な
表
情
で
聞
い

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
式
終
了

後
は
、
教
室
で
担
任
の
先
生
の

話
を
聞
き
、
新
し
い
生
活
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
に
は
、
４
つ
の

１１

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

 

入
学
お
め
で
と
う
 

よ
ろ
し
く
お
願
い

　

し
ま
す

　

４
月
１
日
、
小
城
市
役
所
に

新
た
に
採
用
さ
れ
た
職
員
を
紹

介
し
ま
す
。

（
写
真
左
か
ら
）
遠
田
周
平
／

産
業
建
設
部
下
水
道
課
、
蘭
広

子
／
福
祉
部
高
齢
障
害
福
祉
課
、

鮎
川
真
理
／
総
務
部
秘
書
広
報

課
の
３
人
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

広
域
循
環
バ
ス
は
、
来
年
３

月
末
ま
で
の
試
行
運
行
で
、　
２９

人
乗
り
、
平
日
の
み
「
ア
イ

ル
」
を
発
着
地
点
と
し
て
、
約

１
時
間
か
け
て
市
内
を
巡
回
し

ま
す
。

　

ま
た
、
便
数
は
１
日
４
便
と

な
っ
て
お
り
、
料
金
は
無
料
、

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

市
役
所
各
庁
舎
、
各
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
市
民
病
院
へ
の

移
動
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

小
城
市
広
域
循
環
バ
ス
が
ス
タ
ー
ト

　

４
月　

日
（
木
）
、
牛
津
町

１２

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ

ル
」
で
広
域
循
環
バ
ス
の
出
発

式
を
行
い
、
江
里
口
市
長
か
ら

バ
ス
の
カ
ギ
が
、
砥
川
保
育
園

の
園
児
た
ち
か
ら
は
安
全
運
転

を
祈
っ
て
交
通
安
全
の
お
守
り

が
、
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
の
後
、
記
念
す
べ
き

第
１
便
は
砥
川
保
育
園
の
園
児

た
ち
を
乗
せ
、
三
日
月
か
ら
来

て
く
れ
た
「
ミ
カ
ち
ゃ
ん
」
と

芦
刈
か
ら
来
て
く
れ
た
「
ピ
ョ

ン
タ
」
に
見
送
ら
れ
て
定
刻
の

９
時　

分
に
ア
イ
ル
を
出
発
し

１５

ま
し
た
。
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小城市民病院院長
　　　　佐藤　彬

薬の正しい
飲み方について
薬の正しい
飲み方について

胃
カ
メ
ラ
の
お
話

　

誤
っ
た
薬
の
飲
み
方
で
胃
カ
メ

ラ
を
必
要
と
し
た
２
例
を
紹
介
し

ま
す
。
１
例
は
血
を
吐
い
て
来
た

方
で
カ
メ
ラ
を
し
て
み
ま
す
と
、

薬
の
包
装
ご
と
飲
ん
で
し
ま
っ
て

銀
紙
の
角
が
食
道
粘
膜
に
刺
さ
っ

て
出
血
し
て
い
ま
し
た
。
２
例
目

は
前
胸
部
の
不
快
感
で
カ
メ
ラ
で

は
薬
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
食
道
に

く
っ
つ
い
て
い
ま
し
た
。
薬
を
飲

む
時
に
水
を
飲
ん
で
な
か
っ
た
た

め
で
す
。
こ
の
他
に
も
誤
っ
た
薬

の
飲
み
方
で
、
様
々
な
困
っ
た
事

が
起
き
て
い
ま
す
。

薬
は
処
方
さ
れ
た 

形
で
飲
む

　

カ
プ
セ
ル
を
外
し
、
中
だ
け
飲

む
方
も
い
ま
す
が
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
要
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で
）、

胃
で
溶
け
る
よ
う
に
計
算
さ
れ
て

い
た
り
、
腸
で
溶
け
る
よ
う
に
、

わ
ざ
わ
ざ
カ
プ
セ
ル
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
薬
に
対
す
る
自
己
判

断
は
止
め
て
く
だ
さ
い
。

水
か
、ぬ
る
ま
湯
で
飲
む

　

最
低
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
分
で
飲

ん
で
、
胃
の
中
に
き
ち
ん
と
流
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
先
ほ
ど
の
よ

う
に
食
道
に
く
っ
つ
い
て
し
ま
う

と
面
倒
で
す
。
寝
た
き
り
の
人
も

起
こ
し
て
か
ら
飲
ま
せ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
お
茶
だ
と
吸
収
が
悪

く
な
っ
た
り
鉄
剤
や
、
あ
る
種
の

抗
生
物
質
で
は
効
果
が
半
減
し
て

し
ま
い
ま
す
。
牛
乳
、
炭
酸
飲
料

は
必
要
成
分
が
変
化
す
る
事
が
あ

る
し
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は
あ

る
種
の
降
圧
剤
の
効
き
目
を
狂
わ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。

飲
む
時
間

　

主
な
服
用
時
刻
の
目
安
を
上
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

食
前
（
食
事
の
前　

分
）、
食
直

３０

前
（
食
事
を
目
の
前
に
し
て
か
ら

飲
む
薬
で
す
。
糖
尿
病
の
薬
な
ど

特
殊
な
も
の
に
限
り
ま
す
）、
食

後
（
食
事
の
後　

分
）、
食
直
後

３０

（
食
事
の
後
す
ぐ
）、
食
間
（
食
事

の
後
２
時
間
）、
就
寝
前
（
寝
る
前

　

分
）。

３０
　

時
間
と
回
数
は
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
飲
む
時
間
は
吸
収
を
考
慮
し

て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
回
数
は

有
効
血
中
濃
度
か
ら
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

飲
み
忘
れ
た
時

　

原
則
と
し
て
忘
れ
た
時
は
抜
い

て
く
だ
さ
い
。
血
中
濃
度
が
高
く

な
る
と
副
作
用
が
出
や
す
い
か
ら

で
す
。
た
だ
抗
生
物
質
は
時
間
を

ず
ら
し
て
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

ジ
ギ
タ
リ
ス
、
抗
不
整
脈
剤
な
ど

の
心
血
管
系
の
薬
や
糖
尿
病
薬
は

飲
み
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

急
に
中
止
す
る
と 

危
険
な
薬

　

降
圧
剤
を
止
め
る
と
、
飲
む
前

よ
り
血
圧
が
上
が
っ
て
か
ら
元
に

戻
り
ま
す（
反
兆
現
象
）。
脳
出
血

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
大
変
危
険

で
す
。
降
圧
剤
だ
け
で
な
く
自
己

判
断
で
の
服
薬
中
止
は
危
険
で
す
。

薬
の
保
管

　

直
接
日
光
の
当
た
る
所
、
湿
気

の
多
い
所
、
高
温
の
所
は
避
け
て

く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の
手
の
届
か

な
い
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
薬
は
そ
の
人
の
た
め
に
処
方
さ

れ
て
い
ま
す
。
絶
対
に
人
に
上
げ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
風
邪
薬
、
頭

痛
止
め
の
薬
で
も
主
治
医
は
症
状

な
ど
を
考
慮
し
て
、
そ
の
人
の
為

に
出
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

か
か
り
つ
け
薬
局
の
勧
め

　

内
科
と
整
形
外
科
、
眼
科
な
ど

複
数
の
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
時

は
主
治
医
に
飲
ん
で
る
薬
を
見
せ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
病
院
は
複
数

で
も
薬
局
は
１
カ
所
の
か
か
り
つ

け
薬
局
で
処
方
し
て
も
ら
う
事
が

大
切
で
す
。
同
じ
種
類
の
薬
が
だ

ぶ
っ
て
い
た
り
、
飲
み
合
わ
せ
て

は
行
け
な
い
薬
が
出
て
い
た
時
に

チ
ェ
ッ
ク
出
来
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
ち
、
何

か
お
か
し
い
時
に
は
薬
剤
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
急
に
ボ
ケ
症

状
が
出
た
高
齢
者
の
方
の
原
因
が
、

胃
薬
の
せ
い
で
、
胃
薬
を
止
め
た

ら
認
知
症
に
似
た
症
状
が
軽
快
し

た
例
も
あ
り
ま
す
。
遠
慮
せ
ず
に

気
楽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
薬

剤
師
の
自
宅
訪
問
制
度
も
あ
り
ま

す
。
介
護
保
険
で
も
医
療
保
険
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
服
薬
が
う
ま

く
出
来
な
い
時
、
自
宅
で
実
際
の

生
活
を
見
な
が
ら
指
導
す
る
事
で

う
ま
く
行
く
事
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
は
、
そ
の
人
の
健
康
管
理
に

大
切
な
も
の
で
す
が
「
ク
ス
リ
は

リ
ス
ク
（
危
険
）
」
と
い
う
よ
う

に
間
違
っ
た
飲
み
方
を
す
る
と
大

変
危
険
で
す
。
厚
生
労
働
省
の
調

べ
に
よ
る
と
、　

歳
以
上
の
人
の

７０

４
人
に
１
人
は
５
種
類
以
上
の
薬

を
飲
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
市
販
薬
を
併
用
し
て
い
る
方
も

多
い
よ
う
で
す
。
今
日
は
薬
の
飲

み
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

時間外受診の方へ
　急病等での時間外受診の場合は、必ず電話

で宿日直医師の診療科をお問合せください。

　専門外の疾病の場合は、診療できませんの

でご了承ください。　

小城市民病院　緯７３－２１６１
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訪問販売・電話勧誘販売・消費者契約などのトラブル

消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままま消費生活相談を受付けていますすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。
困ったときは早めにご相談ください。
消費生活専門相談員による相談を

毎週月・水・金曜日（10：00〜16：00）
電話・面談にてお受けします。
相談専用電話　☎７２－５６６７
市民課（小城庁舎）消費生活相談係

緯７３－８８００　　内線２１４６　　担当　高木

クーリングオフは
はがきで申し出を！

 だまされない　ともちゃん

  相談事例

　訪問した業者が「警報器の検査に来た」と言うので家に上げたところ、「火
災警報器の設置が法律で義務化された、どうせ設置するなら防犯などにも使え
る緊急通報システム装置のほうがよい」と勧められ、３５万円もの契約をしてし
まった。クーリングオフ期間内に電話で解約を申し出たところ、クーリングオ
フしないように説得されてしまった。

ひとこと助言

●消防法が改正され、住宅用火災警報器の設置が義務付けられたことか
ら「検査に来た」、「設置しないと罰則規定がある」などの口実で家の
中に入りこみ、住宅用火災警報器を売りつける被害が増えています。

　設置については、新築住宅は平成１８年６月１日から、既存住宅は平成
２３年６月１日から義務付けられます。
●クーリング・オフは、証拠が残るハガキで申し出をしましょう。詳し
い手続きは、下記の消費生活相談員に相談しましょう。

消防法が改正！　

住宅用火災警報器の

「検査に来た」には注意を！
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受講者募集とご案内
若者自立支援セミナー
〜職業生活を豊かなものに

するために〜
☆若者自立支援セミナー
セミナー①　
「職業ふれあいセミナー」

ホテル・旅館業
講師： 小  原 　

こ はら

 健  史 氏　和多屋別
けん じ

荘　代表取締役　日時：５月１７
日（木）１４時〜１６時
セミナー②　
「自分みがきセミナー」
志望動機等の書き方と表現法
講師： 白  梅 　

しら うめ

 英  子 氏（ル・レー
えい こ

プ代表）日時：５月２４日（木）
１４時〜１６時　受講料：無料　定
員：各３０名（申し込み順）　会
場：雇用・能力開発機構　佐賀
センター（佐賀市兵庫町若宮、
ＪＲ伊賀屋駅前）
問合せ・申込先：佐賀センター
緯0952−26−9498

小城ウインドアンサンブル
ファミリーコンサート

日時：平成１９年５月２０日（日）
開場：１３時３０分　開演：１４時００
分　場所：ドゥイング三日月
入場料：無料
曲目
♪Mr．インクレディブル
♪千の風になって
♪サザエさん
♪時代劇スペシャル
♪刑事アクションメドレー　他
子どもから大人まで楽しめるス
テージです。ぜひご家族でご来
場ください。
問合せ先：団長　吉田 
緯090−1929−0075
ホームページ 
http://www3.ocn.ne.jp/~
muraji/ogiwind.htm

例会及びイベントに
参加しませんか！

　心の病のご家族の事でお悩み
の方のご参加をお待ちしていま
す。
　市民のボランティアも大募
集！
　下記どの団体もあなたの参加
をお待ちしています。詳しい活
動の内容は電話でのご照会をお
願いします。
ＮＰＯ法人佐賀げんき会　
代表　松田　　孝　
緯／思0952−73−3948
きよみずの会（精神障害者家族
会）会長　相原　一郎　
緯／思0952−72−2951
佐賀みょうが塾Ｎファミリー　
（精神障害者社会復帰小規模作
業所）責任者　野田理津子　
緯／思0952−62−8637

旧日本赤十字社救護看護婦
及び旧陸海軍従軍看護婦

の皆様へ
　請求期限が、２年間延長され
平成２１年３月３１日までとなりま
した。
　先の大戦において戦地等に派
遣され、戦時衛生勤務に従事さ
れた旧日本赤十字社救護看護婦
及び旧陸海軍従軍看護婦の方
（慰労給付金受給者を除く）に
対して、その御労苦に報いるた
め内閣総理大臣名の書状を贈呈
しております。
　書状の贈呈は、請求に基づい
て行われますので、請求される
方は、請求書を下記送付先へ直
接送付してください。なお、請
求用紙は、小城市役所社会福祉
課（三日月庁舎２階緯７３−８８２５）
にあります。
請求書類の送付先及び問合せ先
〒１００−８９２６
東京都千代田区霞が関２−１−２
総務省大臣官房管理室
業務担当
緯03−5253−5182
思03−5253−5190

恩給欠格者、戦後強制抑
留者、引揚者の皆様へ

　旧軍人等で恩給等を受けてい
ない恩給欠格者、戦後、ソ連や
モンゴルに強制抑留された者、
終戦に伴い本邦以外の地域から
引揚げられてこられた者の「ご
本人」に、あらためて慰藉の念
を表すため、内閣総理大臣名の
『特別慰労品』を贈呈していま
す。
　過去に内閣総理大臣名の書状
を受けた方、書状等の請求をし
なかった方も対象です。
　請求用紙は、社会福祉課（三
日月庁舎２階緯７３−８８２５）にあ
ります。
請求期間：平成１９年４月１日〜
平成２１年３月３１日
資格要件などの問合せ先
独立行政法人　
平和祈念事業特別基金
無料電話0120−234−933
（月〜金、９：１５〜１７：１５）

「見つけよう　みんなが
もってる　いいところ」
　毎年５月５日から５月１１日ま
での１週間は、　「児童福祉週
間」です。
　児童福祉週間は、毎年５月５
日の「こどもの日」を中心に、
国、地方公共団体、家庭、学校、
福祉関係機関・団体、児童福祉
施設、企業及び地域社会等、社
会全体が一体となり、子どもの
声も反映させながら様々な啓発
事業や行事を実施することによ
り児童福祉の理念をより広く知
らせ、子どもを取り巻くいろい
ろな問題への社会の関心を高め
ることを目的に実施されます。
問合せ先
こども課（小城庁舎）担当　柳
川・池田　緯73−8821
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Consultation

各　種　相　談
時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１４：００～１５：００小城町　桜楽館毎週金曜日医師による
健康相談

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎　月
第１火曜日

行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター

毎　月
第２火曜日

小城町　桜楽館毎　月
第３火曜日

牛津公民館毎　月
第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室

毎　月
第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室
毎　月
第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム

毎　月
第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室

毎　月
第３水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室

毎　週
月・水・金曜日

消費生活
相　　談
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人のうごき人のうごき
平成１９年４月１日現在（前月比）

46,836人
22,184人
24,652人
14,539　

人　口

男

女

世帯数

（－99）

（－84）

（－15）

（＋9）

住民基本台帳
にもとづく

注意！
エアゾール式簡易消火具で破裂事故

・簡易消火具の概要
製造業者
・ヤマトプロテック株式会社
商品名
・ヤマトボーイＫＴ　・ＦМボーイＫ
製造時期
平成１３年１１月〜平成１４年７月
　平成１７年１０月で、全ての同型品の品質保証期間
が終了していますが、廃棄されずにそのまま設置
されていると容器内面の腐食が進み、破裂事故が
発生するおそれがあります。もし、この消火具を
持っている場合は、製造業者フリーダイヤル（０１２０
−８０１０８４）へ電話してください。
問合せ先　総務課　消防交通係（牛津庁舎）
担当　山口・挽地　緯63−8800

２００７青春・佐賀総体　　
総合開会式一般観覧者募集！

○総合開会式　
　日時　平成１９年７月２８日（土）　午前９時５０分〜
　場所　佐賀県総合運動場陸上競技場
○募集人員　４，０００名
○入場料　　無料
○申込期限　平成１９年５月１日から５月３１日まで
○申込方法　 ①郵送（専用申込用紙）、又は②
インターネット（「２００７青春・佐賀総体」公式サ
イト　http：//saga-soutai．jp/）
○申込用紙　各市町保健体育主管課、県現地機関、
県内高等学校、県内郵便局及び県内ローソンなど
で入手できます。
○問い合わせ先　平成１９年度全国高等学校総合体
育大会　佐賀県実行委員会事務局「一般観覧者募
集係」緯0952−25−7335

第６回天山アートフェスタｉｎ小城
開催日時　５月２１日（月）〜２７日（日）　１０時〜１８時
場所　小柳酒蔵（株）高砂本蔵、明治蔵
　　　（小城町上町）
内容　作品展示　プロ・アマを問わず、県内外で
創作・芸術活動を続けているアーティストの作品
を展示。出品作品は絵画、工芸、書道、陶芸、音
楽など約１００点。
　墨文字コンテスト、絵付け体験ほか
　出品者、見学者が共に参加して楽しむ様々なイ
ベントを企画しています。
入場料・参加料：無料
問合せ先：特定非営利活動法人天山ものづくり塾
担当　久保　緯72−2263

お詫びと訂正
　４月２０日発行の月間健康カレンダー掲載の小京
都ホタルの里ウォークについて参加申込が「桜楽
館」となっておりましたが、集合場所の間違いで
した。申し込みについては市報おぎ４月２０日号の
裏表紙に掲載しておりますのでご参照ください。
　お詫びして訂正します。
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小城市市民憲章小城市市民憲章
　小城市は、秀峰天山と有明の海、田園に恵まれ、伝統、文化、自然と調和

のとれた美しいまちです。

　私たちは、小城市民であることに誇りと自覚と責任を持ち、平和を願い、

未来へ向かって前進するまちを築くため、この憲章を定めます。

　一　豊かな自然を大切にし、環境にやさしいまちにします。

　一　歴史と伝統を受け継ぎ、教養を高め、文化を創造するまちにします。

　一　健やかな心と体をつくり、福祉の充実したまちにします。

　一　働くことに喜びと誇りを持ち、活力あるまちにします。

　一　思いやりの心を持ち、認め合い笑顔が輝くまちにします。

（平成１９年４月１日制定）

（
毎
月
５
日
、
２
０
日
発
行
）

織島神社の楠（三日月町東分）
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幹周りが6.3ｍ、樹齢約600年といわれ、市の
天然記念物に指定されています。


